
保護者や地域の願い
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○基礎学力の向上を図るとともに、進路希望達成のため
の学力を養成する。
○基本的な生活態度や礼儀作法を徹底させる。
○主体性、自主性の育成に力を入れる。
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○基礎学力の定着と学力全般の向上を図るため、１時間
ごとの授業を大切にする。
○主体的に、考え、調べ、表現する力の向上をめざす。
○家庭学習の習慣化を図る。

○特別活動の意義を理解させ、生徒会の諸行事を重視
し、積極的に参加させる。それを通して、責任感や協調性、
帰属意識を高めるよう指導する。

○集団や組織の中で、自分の果たすべき役割と責
任を認識させる。
○自分の役割を果たすことによって、自己有用感を
高め、社会の中でのより高い生き方について考えさ
せる。

各教育活動における取り組みの観点

○さまざまな人とのかかわりを通して、自己理
解や他者理解を深化させる。
○そして、集団や組織の中で、よりよい人間関
係を築く力やコミュニケーション能力、思いやり
や社会性を養う。

○学校で学ぶ知識と、社会や職業との関連を実
感させ、インターンシップ等を通して、進路を現実
的に考えさせる。
○将来の社会人として、自らのあり方、生き方に
ついて主体的に探求させ、そのためにも高校生活
に精一杯取り組ませる。

各学年の取り組み内容

○クラスの仲間との相互理解を深め、クラスの中で自分の果た
すべき役割や責任を認識させる。
○将来の進路目標を立てる動機付けを行う。そのために早期に
情報を提供し、また進路講話を実施するなどして意識を高める。
○家庭学習の習慣化を図り、基礎学力の向上をめざす。
○基本的な生活習慣の確立を図るとともに、特別活動への積極
的な参加を促す。
○進路オリエンテーションを実施して進路について考えさせる。

※「東日本大震災」から立ち直れるよう、生徒の心身の回復を援助しつつ、将来の希望を復活させるため全力で指導し支援する。

○清掃活動などを通じて、地域住民とかかわり、地域社会の中
で自分の果たすべき役割や責任について考えさせる。
○進路に対する目的意識を持たせ、進路ガイダンスを行い、イ
ンターンシップも設定する。
○高校生として必要な学力を身につけさせ、さらに高い学力目
標を設定させる。
○中堅学年として、生徒会、ホームルーム、学校行事、部活動
をリードするよう指導する。
○三者面談で十分な意思疎通を図る。

○最終学年として、進路実現に向け、学習活動、資格取得など
に最大限の努力を傾けるよう指導する。
○最終学年の自覚を持たせ、特別活動において積極的な役割
を果たすよう指導する。またその中で、節度や思いやりのある人
格の育成に努める。
○社会人になる準備として、広く世の中に目を向けさせ、主体的
な判断力や思考力を養わせる。

家庭との連携

○本校では「課題研究」（3年次に３単位）で代替。
○グループごとに自主的にテーマを設定することで、自ら
学び、考え、問題を解決する力を育てる。
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○進路実現や学習指導、生活指導のため、保護者面談等を通
して、保護者との十分な意思疎通を図る。
○ＰＴＡ活動の振興・発展につとめ、各地域支部の活動の活発
化にも援助する。

地域・企業との協同

○清掃活動を地域自治会と連携して行い、生徒の奉仕精神を高める
と共に、地域の学校として信頼される学校となるよう努力する。
○専門高校として地域や企業の支援を得られるよう努力する。
○就労体験を通して、企業に世話になりながら、同時に協力関係を
つくる。
○企業の援助を得ながら、「ものづくり」や新たな製品開発に取り組
む。
○地域の方を講師に「キャリア教育講演会」を実施する。

○生徒の「居場所」を確保し、高校生活を充実させるため
部活動を発展させる。
○各種の資格取得に積極的に挑戦させる。
○本校生の長所である「挨拶」をさらに伸ばす。
○身だしなみを自主的に整えられるよう、引き続き指導す
る。
○生徒会やボランティア同好会等によるボランティア活動
をさらに活発化させる。
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　　　宮城県気仙沼向洋高等学校

　本校は気仙沼地域とともに歩む専門高
校であり、地域の産業を担う人材の育成
が地域全体から期待されている。
　保護者も概ね協力的であり、基礎学力
の定着、部活動の充実、それぞれの進路
希望の達成を願っている。

「志教育」の目標

向洋三心　　　　　「尚志」「創造」「力行」
校　　訓

本校の教育目標

　個性と創造性の伸張を図り豊かな人間性を育む
とともに、専門的な知識と技能を習得させ、時代
の進展に柔軟に対応できる人間を育成する。

生徒の実態、教師の願い

　部活動には積極的に参加し、挨拶
もしっかりとできる生徒が多い。全体
に素直で素朴であるが、一部には幼
さを引きずり、社会性や規範性、目
的意識に欠ける者もいる。また、特
に女子では、人間関係に悩む傾向
が強い。
　６割の生徒が就職し、本校が最終
学校になる。社会人、職業人に必要
な基本的学力の上に、自分で考える
とともに他人と協調しながら、その役
割を果たす力を身につけさせたい。

　望ましい勤労観や社会性を養い、将来、社会
人、職業人として自立する上で必要な能力や態度
を育成する。
　また、よりよい人間関係を築きながら、主体的に
学ぶ意欲と目標を持って努力できるよう、自らの
生き方を探求させる。

人と「かかわる」 よりよい生き方を「もとめる」

重点指導事項

社会での役割を「はたす」


